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1. はじめに 岩手県内の石灰質粗骨材を用いた既設二次製品において，溶脱が発生しそ

の対策として，H26 年度に表面被覆工施工

を施した。しかし，かんがい１シーズン経

過後にひび割れが発生した。ひび割れの形

状より，乾燥収縮や凍害などに起因する劣

化が考えられ，その原因を解明するため，

今回非かんがい期の水路内面表面水分量

(10mm，40mm 厚平均値）および表面温度を測

定した結果を報告する。  
2. 調査方法 調査は，水分量（高周波容量式水分

計），表面温度(赤外線放射温度計）を用いて，水路２ｍ /
個に付き，左右内面で 12 点とした。また，日向，日陰

における水分量値は水路下，中，上の平均値を示してい

る（写真-１，図 -１）。水分計は，表面被覆工の施工時，

表面水分量が５％未満であることを確認する機械で，水

路表面 10mm～40mm 厚の平均水分量を測定可能である。

調査箇所は，A タイプ（短繊維含有量大），B タイプ（短繊

維含有量標準  写真 -2)および C タイプ（無対策  写真 -3）の３箇所である。Ｂタイプには

多数のひび割れが確認された。  
3. 調査結果 実施した 4 回の

調査結果は次の通りとなった。

表面水分量は，A～C タイプの

全てにおいて，表面に近いほど

水分量が大きい値を示した（表 -
1，2）。また，日向，日陰の水

分量について，A タイプおよび

B タイプとも日陰の方が大きな値となったが，C タイプについては逆の結果となった。水

路内面のひび割れは日向（北側）で顕著で，日陰はそれに比べると少なかった。  
 無機系表面被覆工であるＡ，B タイプの比較において水分量に大差が無いのに対し，無

対策の C タイプの水分量は，それらに比べ，大きな値を示した（表-1，2）。  
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写真 -１ 表面水分量と温度測定状況  

図 -1 水路内面測定状況  

写真 -2 Ｂタイプ（ひび割れ）  写真-3 Ｃタイプ（無対策）  
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 非かんがい期の既設水路において，背面の地下水の影響により，水路部材の水分量は水

路背面側が高く，空気に暴露される水路内面は蒸発作用により水分量は小さいと推測して

いたが，実際は水路内面の値が大きい結果となった。  
また，A，B タイプとも既設水路を覆う構造となるため，水分の蒸発が抑えられること

により，C タイプより水分量が多いと推察していたが，C タイプの水分量が多い結果とな

った。これら結果について，現象のメカニズムの解明が求められる。  
また，表面被覆工施工箇所のひび割れの発現時期は，かんがい１シーズン後と早く，

ひび割れパターンが網状である。この劣化パターンから，コンクリート内の水分量が関係

する乾燥収縮および凍害などの劣化と推察される。地下水影響下の水路背面部水分量，水

路中間部水分量，空気影響下の水路表面水分量から水路内部の正確な水分量を把握するこ

とで，想定された水分分布と異なった水分量のメカニズムが解明され，ひび割れ発生を回

避する有効な対応策に寄与できるものと考えている。  
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表 -1 表面 10mm 厚平均水分量（％）  

 

表 -2 表面 40mm 厚平均水分量（％）  

表 -3 表面温度（℃） 
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